
西
脇
常
記
教
授
退
休
記
念
論
集

　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
文
化
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／
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序
文

西
脇
常
記
先
生
か
ら
、
時
期
を
早
め
て
京
都
大
學
の
職
を
や
め
、
同
志
社
大
學
で
新
た
な
活
動
を
始
め
た
い
と
い
う
こ
と
を
初
め

て
聞
い
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
の
夏
で
し
た
。
そ
の
こ
と
に
私
は
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
先
生
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
元
氣
一
杯
に
、
決
然
と
し
て
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
新
た
に
教
育
活
動
を
始
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
雑
業
と
制
限
も
少
な
い

状
況
の
惠
ま
れ
た
環
境
で
研
究
を
再
び
始
め
ら
れ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
少
し
前
か
ら
先
生
の
教
え
子

と
友
人
と
の
間
で
退
職
記
念
論
文
集
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
突
然
早
く
も
そ
れ
が
現
實
の
も
の
と
な
る

時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西
脇
常
記
先
生
は
、
一
九
四
三
年
、
後
の
職
業
生
活
で
関
心
の
中
心
と
な
る
中
國
の
上
海
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
學
教
育
の
初
め

の
時
期
を
東
京
教
育
大
學
で
過
ご
し
た
後
、
一
九
六
八
年
に
京
都
に
移
り
、
京
都
大
學
文
學
部
の
修
士
課
程
に
入
學
さ
れ
ま
し
た
。

學
生
運
動
の
時
期
に
當
た
り
、
京
都
大
學
で
も
一
時
的
に
授
業
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
は
そ
の
時
間
を
巧
み
に
使
っ
て
、
ド

イ
ツ
に
二
回
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
學
（
一
九
六
九
〜
七
〇
）
と
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
學
（
一
九
七
一
〜
七
二
）
に
遊
學
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
漢
學
を
實
感
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
同
級
生
で
終
生
に
わ
た
る
親
友
と
の
出
会
い
も
で
き
ま

し
た
。
一
九
七
五
年
に
博
士
課
程
を
單
位
取
得
退
學
さ
れ
（
後
一
九
九
九
年
に
『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』
で
博
士
号
を
取
得
）、
助

手
と
し
て
文
學
部
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
九
年
に
新
潟
大
學
教
養
部
で
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
京
都
大
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學
に
戻
り
、
同
じ
く
教
養
部
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
九
二
年
に
教
養
部
は
總
合
人
間
學
部
に
改
組
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
教
授

に
昇
進
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
人
間
・
環
境
學
研
究
科
で
大
學
院
教
育
を
擔
當
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
も
ド
イ
ツ
の
漢
學
に
興

味
を
持
ち
續
け
ら
れ
、
一
九
八
九
年
に
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
學
の
招
き
に
應
じ
て
、
客
員
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
。
こ
の

論
文
集
に
收
錄
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
友
人
と
仲
間
の
論
文
の
數
と
テ
ー
マ
の
多
樣
性
は
、
こ
の
學
術
交
流
の
豊
か
さ
と
深
さ
の
明
白
な

證
據
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
第
三
者
の
目
線
」、
つ
ま
り
東
洋
の
外
か
ら
漢
字
文
化
圈
を
見
る
時
の
見
識
に
對
す
る
興
味
は
、
ド
イ
ツ
の
漢
學
に
止
ま

ら
ず
、
英
語
で
書
か
れ
た
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
も
大
い
に
見
ら
れ
ま
す
。
早
く
も
一
九
七
六
年
に
、
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
氏

の
『
中
國
宗
教
體
系
』
と
い
う
大
作
か
ら
、
第
二
章
を
『
中
國
の
墓
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ

ェ
ー
フ
ァ
ー
の
『
神
女―

唐
代
文
學
に
お
け
る
龍
女
と
雨
女
』
を
、
一
九
九
四
年
に
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
と
エ
ヴ
リ
ン
・

ロ
ウ
ス
キ
編
の
『
中
國
の
死
の
儀
礼
』
を
二
人
の
學
生
と
共
に
譯
さ
れ
ま
し
た
。

中
國
の
原
典
の
譯
注
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
分
野
の
廣
が
り
が
見
ら
れ
ま
す
。一
九
八
七
年
に
狩
野
直
禎
先
生
と
と
も
に
班
固
の『
漢

書
郊
祀
志
』
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
に
續
い
て
一
九
八
九
年
と
二
〇
〇
二
年
に
劉
知
幾(

六
六
一
〜
七
二
一)

の
『
史
通
』（
内

篇
・
外
篇
）
に
つ
い
て
、
譯
文
と
注
釋
だ
け
で
は
な
く
、
各
段
落
に
内
容
説
明
、
原
文
、
讀
み
下
し
、
現
代
語
譯
と
細
か
い
注
を
付

け
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
研
究
の
成
果
と
し
て
、
今
後
多
く
の
中
國
歴
史
學
に
關
心
を
持
つ
研
究
者
に
と
っ
て
不
可
欠
な
研

究
資
料
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
ま
た
學
究
的
關
心
の
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
シ
ア
科
學
院
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
四

回
に
わ
た
る
ト
ル
フ
ァ
ン
探
險
隊
に
よ
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
將
来
さ
れ
た
寫
本
・
初
期
印
刷
物
な
ど
へ
の
注
目
で
す
。
一
九
〇
二
年
か

ら
一
九
一
四
年
の
間
に
行
わ
れ
た
調
査
の
將
来
物
は
、
戰
渦
の
混
乱
と
戰
後
の
東
西
分
立
で
分
散
さ
れ
、
一
部
は
行
方
不
明
に
な
り

ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
再
統
一
後
に
、
大
部
分
（
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」）
が
ベ
ル
リ
ン
の
國
立
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圖
書
館
と
プ
ロ
シ
ア
科
學
院
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
閲
覽
が
再
び
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
主
に
佛

教
の
文
献
が
收
錄
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
非
佛
典
斷
片
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
西
脇
先
生
は
こ
う
し
た
斷
片
を
中
心
に
、目
錄
化
の
作
業
と
と
も
に
序
文
・
跋
文
等
の
解
讀
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
文
書
の
作
成
の
歴
史
的
な
背
景
と
、
文
書
の
物
と
し
て
の
歴
史
に
新
し
い
光
を
當
て
る
作
業
で
す
。
こ
の
研
究
の
成
果
は
、

一
九
九
七
年
の
『
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
漢
語
文
書
研
究
』
と
、
二
〇
〇
二
年
の
『
ド
イ
ツ
將
来
の
ト
ル
フ
ァ

ン
漢
語
文
書
』
と
い
う
二
つ
の
論
文
集
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
先
生
は
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
非
佛
典

斷
片
の
目
錄
を
二
〇
〇
一
年
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
大
學
に
お
け
る
最
終
講
義
の
テ
ー
マ
「『
佛
母
經
』
に
つ
い
て
」（
本

論
文
集
收
錄
）
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
文
書
に
對
す
る
先
生
の
繼
續
的
な
關
心
の
證
據
と
な
る
も
の
で
す
。

西
脇
先
生
に
つ
い
て
語
る
時
、
多
く
の
京
都
大
學
を
訪
問
し
た
留
學
生
や
訪
問
学
者
に
對
す
る
御
厚
意
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
も
、
學
究
的
な
問
題
で
も
、
日
本
で
の
生
活
に
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
時
に
も
、
研
究

テ
ー
マ
に
近
い
學
者
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
家
を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
日
本
滞
在
の
期
間
が
留
學
生
や
訪
問
学
者

に
と
っ
て
最
も
プ
ラ
ス
と
な
る
經
驗
に
な
る
よ
う
に
、
先
生
が
必
ず
最
善
の
努
力
を
盡
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
對
す
る

感
謝
な
く
し
て
は
、
先
生
に
對
す
る
ど
の
よ
う
な
感
謝
も
、
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Christian W
ittern

京
都
、
二
〇
〇
七
年
夏
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